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学びの広場

合川公民館特別展「第７回極め人 書道」合川公民館特別展「第７回極め人 書道」

　地域の優れた人材と芸術作品を紹介する合川公民
館特別展「極め人」が、１月16日から２月10日ま
で行われ、合川公民館の展示室には約320人が来場
し作品を鑑賞しました。
　７回目となる今回は、第79回県書道展において
受賞された木村美緒子さん（李岱）と佐藤真由美さ
ん（綴子）の若手女性２人にスポットを当て展示。
最高賞の推薦に輝いた木村さんの作品「陳子昴詩」
や佐藤さんの「張家玉詩」などの大作に加え、この
展示のために記した「恕」や墨を日本酒で薄めた 　▲２人の作品に見入る来場者

「酔縁」などの個性的な作風もあり、来場者は作品
の説明書きと合わせじっくりと見入っていました。～木村美緒子・佐藤真由美　二人展～

“にぎわいまちづくり”プロジェクト！“にぎわいまちづくり”プロジェクト！

　▲秋田北鷹高校の書道パフォーマンス作品

　高校生の文化活動によるにぎわい創出を図ろうと
『KITAakita FES2017』（佐藤大 実行委員長）が、
２月 18日に交流センターで行われました。
　はじめに秋田北鷹高校書道部から銀座通商店会へ
「商売繁盛」「千客万来」と書いた作品が贈呈され、
このあと「みんなで筆じまん」、県書道連盟活性化
委員会による「書道デモンストレーション」が行わ
れたほか、秋田北鷹、大館鳳鳴、能代松陽、大曲高
校による「高校生書道パフォーマンス」では作品が
完成するたびに、大きな拍手と歓声があがりました。

　また、会場ではバター餅やいぶりがっこ、お菓子
等の販売も行われ、多くの人が買い求めていました。『KITAakita　FES 2017』～集まれ！筆自慢・大作戦～

英語でのコミュニケーションを！英語でのコミュニケーションを！

　大人対象の英会話講座が、２月４日から週１回、
５回開催の短期語学講座としてスタートしました。
　初級・中級あわせて 15 人が受講し、外国旅行や
道案内、子どもの英語学習にあわせて、地域活動、
東京オリンピックボランティアなど、それぞれの目
標に向かい毎回真剣に取組んでいます。
　講師には、高橋美由紀先生と河田みほ子先生（ど
ちらも市内在住）を迎え、発音練習や反復練習、グ
ループでの会話等、即実践できる英会話レッスンが
進められており、さらに２月に開始した「ねまーる 　▲英会話を身につけようと熱心に聴く受講生

広場での一時預かり」を利用しながら受講する若い
お母さんにも好評で、充実した講座となっています。～『大人のチャレンジ！英会話＠コムコム』～
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３
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時
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川
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民
館

テ
ー
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 「
郷
土
の
偉
人 

畠
山
義
郎
を
語
り
継
ぐ
」

※

座
談
会
形
式
で
参
加
者
の
皆
さ
ん
と
語

り
合
い
ま
す
。

■
ア
ロ
マ
ク
ラ
フ
ト
講
座

　
ア
ロ
マ
の
こ
と
を
学
び
な
が
ら
、
精
油

を
使
っ
た
好
き
な
香
り
の
ハ
ン
ド
ク
リ
ー

ム
を
作
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。（
定
員
10
人
）
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３
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０
０
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３
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金
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ヒ
ー
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室

　
実
際
に
お
い
し
い
コ
ー
ヒ
ー
を
楽
し
み

な
が
ら
、
プ
ロ
の
知
識
や
い
れ
方
を
学
ん

で
み
ま
せ
ん
か
。（
定
員 

20
人
）
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２
０
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３
月
10
日（
金
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▽
鷹
巣
図
書
館
で
は
、
平
成
25
年
６
月
か

ら
平
日
の
開
館
時
間
を
19
時
ま
で
と
し
て

試
行
的
に
実
施
し
て
き
ま
し
た
。

　
こ
の
間
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
ご
利
用
も

多
く
、
定
着
し
て
い
る
こ
と
な
ど
か
ら
、

こ
の
た
び
条
例
改
正
を
行
い
、
今
年
の
４

月
か
ら
平
日
の
開
館
時
間
が
、
正
式
に
19

時
ま
で
と
な
り
ま
す
。

▽
鷹
巣
図
書
館
で
政
党
機
関
紙
が
閲
覧
で

き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

《
閲
覧
可
能
な
政
党
機
関
紙
（
５
紙
）》
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進
プ
レ
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公
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新
聞

／
し
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ぶ
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赤
旗
／
社
会
新
報
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３
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日
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時
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分
〜

会
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浜
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の
歌
音
楽
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出
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浜
辺
の
歌
音
楽
館
少
年
少
女
合
唱

団
／
Ｍ・
Ｍ・
Ｃ

入
場
料　
無
料

　

ね
ま
ー
る
広
場
「
一
時
預
か
り
」

　
市
民
ふ
れ
あ
い
プ
ラ
ザ
を
利
用
し
て
い

る
間
、 

お
子
さ
ん
の
一
時
預
か
り
を
し
て

い
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　
詳
細
に
つ
い
て
は
、
広
報
２
月
号
（
19

ペ
ー
ジ
）
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
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館
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年
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女
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唱
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ン
サ
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縄
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○
独
鈷
石

ど
っ
こ
い
し

（
水
上
ミ
遺
跡
・
二
重
鳥
Ａ
遺
跡
）

ふ
た
え
ど
り

　
独
鈷
石
は
、
東
日
本
の
縄
文
時
代
後

半
か
ら
弥
生
時
代
に
み
ら
れ
る
特
徴
的

な
形
態
の
石
器
で
す
。

　
密
教
の
法
具「
金
剛
杵
」の
う
ち
、「
独

鈷
杵
」
に
形
が
似
て
い
る
こ
と
か
ら
こ

の
名
称
で
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。「
独
鈷

杵
」
は
中
央
部
に
柄
が
あ
り
、
両
端
に

槍
状
の
刃
が
付
い
て
い
る
も
の
で
、
魔

を
打
ち
破
り
、
災
い
を
振
り
払
う
道
具

と
し
て
、
護
摩
な
ど
の
儀
式
に
使
用
さ

れ
ま
す
。

　
写
真
上
の
独
鈷
石
は
、
水
上
ミ
遺
跡

で
出
土
し
た
も
の
で
す
。
中
央
部
に
節

あ
る
い
は
鍔
の
よ
う
に
突
出
す
る
部
分

が
２
か
所
あ
り
、
両
端
は
石
斧
の
刃
の

よ
う
に
作
ら
れ
て
い
ま
す
。
写
真
下
は

二
重
鳥
Ａ
遺
跡
で
出
土
し
た
も
の
で
す
。

破
損
し
、
不
完
全
な
形
で
す
が
、
長
さ

が
18
㎝
あ
り
ま
す
。
写
真
上
と
同
様
で

節
と
節
の
間
に
所
々
黒
く
ア
ス
フ
ァ
ル

ト
が
付
着
し
、
細
い
紐
縄
が
巻
き
つ
け

ら
れ
て
い
た
状
況
が
分
か
り
ま
す
。

　
そ
の
用
途
・
使
い
方
に
つ
い
て
は

は
っ
き
り
し
ま
せ
ん
が
、
中
央
の
節
と

節
の
間
の
部
分
に
紐
縄
を
巻
き
、
柄
の

よ
う
な
も
の
に
取
り
付
け
使
用
し
た
と

す
る
考
え
も
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら
２
点

は
鍔
の
よ
う
な
部
分
が
一
部
途
切
れ
、

脚
の
よ
う
に
作
ら
れ
て
お
り
、
横
に
立

て
て
置
け
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
ら
は
元
と
な
る
礫
を
打
ち
割
り
、

あ
る
程
度
形
を
整
え
た
後
、
砥
石
な
ど

で
削
り
磨
い
て
形
を
整
え
た
も
の
で
、

完
成
ま
で
に
相
当
の
時
間
と
労
力
が
か

か
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。
何
か
特

別
な
儀
式
や
呪
術
に
使
用
さ
れ
た
も
の

と
推
測
さ
れ
ま
す
。

　
ま
た
、
水
上
ミ
遺
跡
で
は
、
完
全
な

形
の
独
鈷
石
１
点
が
採
集
さ
れ
て
い
ま

す
。
現
在
、
北
秋
田
市
内
で
確
認
さ
れ

て
い
る
独
鈷
石
は
、
こ
の
二
つ
の
遺
跡

の
３
点
だ
け
と
な
り
ま
す
。
い
ず
れ
も

森
吉
山
ダ
ム
建
設
区
域
の
遺
跡
で
、
隣

接
し
た
地
区
に
あ
り
、
こ
の
場
所
に
特

別
な
意
味
が
あ
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。

　
こ
れ
ら
の
独
鈷
石
は
縄
文
館
に
展
示

し
て
い
ま
す
の
で
、
ご
覧
く
だ
さ
い
。

▽
紹
介
者
／
北
秋
田
市
教
育
委
員
会
生

涯
学
習
課
文
化
係

み  

ず  

か  

み

　▲独鈷石（水上ミ遺跡）

　▲独鈷石（二重鳥Ａ遺跡）
と
い
し

れ
き

じょ

つ
ば

こ
ん
ご
う
し
ょ

すいえん


